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市t

要E

英
閣
経
済
問
ヰ
設
展
山
一
大
都

銘
二
十
容

(
第
三
腕

五
八
六

定一一=旨

苑

英
園
経
掛
亭
賞
展
の

大
観

f!:f 

音日

青手

治

日

次

序二

一言

湿
時
事
者
及
史
家
が
経
済
史
に
寄
せ
た
る
興
時

枇
曾
哲
問
唱
。
一
部
門
と
し
て
の
紹
簡
単
、
及
歴
史
誹
諒

凹

約
験
的
問
究
白
代
り
と
す
る
に
誼
せ
ぎ
る
祉
骨
哲
思

同
前
回
事
質
研
究
の
目
的
上
歴
史
を
重
ん
ず
〈
き
こ
と
の
承
認

五

活
気
を
盛
返
せ
る
組
済
現
象
研
究

;;: 

P
E
5
m
g
=
t
J「

r
p
a
E加
え

P
E
ω
-
5ニ
ロ
ロ
ロ
mVDPHUHa
は
経
済
史
の
研
究
に
よ
h
、
時
事
問

題
の
解
決
に
資
す
る
も
の
多
し
ご
す
る
の
見
地
よ
り
、
設
hr
れ
し
英
闘
経
済
史
蹴
設
な

b
、
而
も
亦
そ
の
所
説
に

よ
る
に
、
「
経
済
活
動

ω諸
部
面
、
椴
ム
ザ
ば
海
運
、
叉
は
農
業
、
又
は
特
殊
の
地
方
に
つ
き
て
は
、
由
来
移
し
き
歴



史
ゐ
b
し
も
、
諸
経
務
活
動
場
(
瓦
嗣
聯
の
後
達
、
会
館
ご
し
て
の
経
済
館

ω溌
蓬
を
、
縦
覧
す
る
こ
ご
は
割
合
仁

議
歩
せ
r
g
h
き
、
素
よ
b
か
、
る
研
究
に
は
多
〈
の
困
難
を
件
ふ
ぺ
し
、
郎
も
作
用
を
及
ば
す
べ
き
数
多
の
諸
事

由
は
、
之
を
一
山
政
治
的
共
同
館
又
は
他
の
政
治
的
共
同
盟
の
、
政
治
史
に
よ
わ
授
げ
ら
る
、
編
次
よ
り
之
を
引

離
さ
ん
か
、

ゐ
ら
ゆ
る
脈
絡
を
失
ふ
に
似
た
り
、

さ
れ

Y
一
純
絞
済
的
概
念
に
し
て
、
複
雑
な
る
経
済
援
展
に
於
け

る
一
線
に
、
吾
人
の
注
意
を
集
中
せ

L
め
得
ぺ
き
も
の
あ
り
、
却
tp資
本
は
史
的
一
範
時
正
し
て
設
が
れ
、
又
資

本
が
完
全
な
る
優
勢
を
占
む
る
に
至
れ
る
ほ
、
税
近
の
特
色
あ
る
一
事
相
な
り
、

か
く
て
吾
人
の
注
意
を
資
本
を

解
せ
、
さ
り
し
嘗
時
の
産
業
般
態
、
資
本
の
形
成
を
可
能
な
ら

L
め
た
る
諸
事
情
、
並
に
原
始
的
諸
組
織
及
諸
施
設

を
破
砕
し
た
る
、

一
因
子
ご
し
て
の
資
本

ω致
カ
に
集
中
せ
ん
か
、
政
治
の
目
的
上
重
要
な
る
諸
危
機
に
重
き
を

お
〈
唱
】
ご
な
く
し
て
、
倫
克
〈
経
済
界
に
於
げ
る
大
愛
化
の
痕
を
絡
ね
、
割
合
に
重
要
な
る
遺
風
に
注
意
を
注
ぎ

得
べ
き
を
、
後
見
せ
ん
」
ご
す
る
の
主
意
に
よ
b
、
書
名
ご
し
て
も
経
済
史
ご
題
せ
十
し

τ、
前
記
の
如
主
題
目

は
附
せ
ら
れ
た
h
、
五
日
人
は
同
書
第
一
車
中
氏
が
経
済
史
家
正

L
て
の
視
結
よ
b
、
英
閥
経
済
率
の
費
展
に
就
き

評
論
を
試
み
た
る
も
の
、
頗
る
筒
草
な
り
ご
雄
も
、
そ
の
専
門
の
大
家
な
ら
で
は
か
計
b
設
き
出
さ
れ
得
ぺ
き
に

非
宇
言
、
想
ひ
嘗
れ
る
節
も
存
す
Z
考
ふ
る
催
、
以
下
之
を
誇
載
す
る
-
』
正
、
せ

h
。

一
、
経
瞬
間
千
者
も
史
家
も
倶
に
、
時
ゐ
り
て
は
経
済
史
仁
近
寄
れ

h
o
き
れ
い
と
彼
等
は
特
に
そ
の
興
味
を
注
げ

る
、
研
究
事
項
に
封

t
従
た
り
ご
す
る
以
上
に
、
之
を
重
〈
考
へ

L
こ
、
こ
な
〈
、
叉
そ
の
重
要
を
遁
嘗
に
認
む
る

五
八
七

富主

手E

英
同
恒
例
畢
襲
民

ω
一
大
槻

第
二
十
巻

(
第
三
貌
一
=
一
三
)



詑

夢E

実
岡
網
済
事
質
鹿
山
一
大
翻

第
-
一
十
巻

(
第
三
税
一
三
凹
)

五
λ
A

こ
芭
な
か
り
き
。

経
済
事
は
そ
の
存
立
の
嘗
初
よ
ち
、
経
済
史
を
下
女
の
資
格
に
よ
り
て
歎
迎

L
た
h
、
郎
も
経
務
事
は
普
通
じ

一
の
経
験
的
地
平
問
調
せ
ら
れ
、
又
経
済
事
者
が
主
ご
し
て
準
擦
せ
る
所
は
、
常
然
そ
の
賞
時
に
於
り
る
事
蹟
に
存

し
た
る
に
拘
は
ら
す
、
進
み
て
又
記
録
さ
れ
た
る
過
去
の
経
験
を
も
引
き
た

h
、
znnc=。
n
y
p
Z丘
町
宮
、
官
同
同

も
言
へ
る
如
く
、
「
経
憐
皐
者
に
し

τそ
の
研
究
材
料
を
、
異
に
洪
大
な
る
世
相
よ
り
波
取
る
こ
古
な
か
ち
ん
か
、

宮
の
生
産
・
蓄
積
、
分
配
及
消
費
合
律
す
ぺ
き
、
諸
法
則
の
英
知
識
に
返
き
も
の
に
は
到
達
す
る
こ
ご
な
か
ら

-
ん
、
経
済
卒
者
は
あ
ら
ゆ
る
事
情
の
下
に
ゐ
る
人
を
研
究
す
ペ
〈
、
枇
曾
・
饗
術
、
商
業
及
文
明
の
国
防
史
を
参
酌

し
、
立
法
家
、
哲
山
中
者
及
統
行
家
の
著
書
を
も
盛
酌
す
べ

L
、
略
言
す
れ
ば
諸
岡
民
の
進
歩
を
促
進
し
、
又
は
阻

止
す
ぺ
き
諸
原
因
を
、
明
炉
な
ら
し
め
得
ぺ
き
事
々
物
々
ヤ
参
酌
す
ぺ

L
、
世
界
の
諸
地
方
及
議
時
代
に
於
け

る
、
人
顔
の
碕
衰
及
諸
事
情
に
つ
き
、
起
れ
る
詩
画
型
還
を
特
に
注
意
す
べ
〈
.
産
業
の
典
降
、
進
歩
及
表
替
の
痕

を
緯
ね
、
特
に
叉
種
々
の
制
度
M
A
規
則
に
件
へ

ι諸
結
果
を
、
周
密
に
解
析
し
比
岐
し
、

か
〈
て
進
み
行
〈
一
一
吐

合
吉
、
替
れ
行
〈
一
一
枇
曾
ご
が
、

か
〈
そ
の
針
路
を
背
反
せ
し
な
る
に
至

hJL、
諸
事
情
を
識
別
す
る
こ
ご
、
す

ぺ
き
な
り
」
0

〉
含
ヨ
印
百
三
回
の
「
諸
岡
民
の
宮
」
は
、
氏
の
頭
脳
が
史
買
に
よ
り
飽
充
さ
れ
h
い
る
ニ
イ
』
を
示
す
、
叉
第
十
入
世

紀
中
経
蹴
倒
率
の
特
殊
部
門
に
閲
す
る
著
書
中
に
は
、

E
o
z
m
E件
。
。
ご
ro]V。
。
可
及
〉

E
2
0ロ正
P
E
E
2
2
A山一



如
〈
、
賞
質
に
富
め
る
著
遁
に
よ
り
世
を
稗
盆
し
、

そ
の
間
現
在
の
状
態
を
理
解
せ
ん
ご
す
る
の
努
力
上
、
血
港
当
d

過
去
の
諸
現
象
を
彩
し
〈
引
〈
の
事
貿
を
示
せ
る
あ
り
、

昌
也
子
宮
司
何
回
E
可
。
ロ
可
。
℃
=
]
且
E
D

は
幾
多
の
地
方
及

時
代
よ
り
引
け
る
、
博
大
の
見
聞
を
合
む
、

白
色
々

zq
仁
於
け
る
そ
の
後
級
者
た
り

L
H凶
HnE丘
守
口

F
〉
ロ

何
回
凶
釦
可
。
ロ

5
0
口
町
廿
F
Z巴
。
ロ
。
司
ザ
〈

E-母
自
己
。
ロ

HFη

印。
z
R
g
c『
↓
自
由
E
o
-
r
H
∞
百

は
、
賓
際
に
支
那
は
る

、
が
如
き
地
代
の
性
質
を
、
理
解
す
る
の
目
的
は
、
婦
納
法
に
よ
り
て
の
み
逮
せ
ら
る
吋
き
こ
ご
を
主
張
せ
り
、

H
a
g
r
o
及
、
『
Z
5
5

問。
m2ω

)
E
-
q斤

h

己
主
、

L
d
M芦
白
H
刺
W
伺

y
t

特
に
物
同
慣
の
歴
史
に
傾
到
せ
ら
れ
た
旬
、

物
侵
に
閲
す
る

2
2
7
5
0
L
の
論
文

2
5ロ
片

S
P
E
S
Z
F
ζ
企
は
、

そ
の
営
世
の
一
問
題
を
取
扱

ο、
寺
織
の
債
格
に
閲

す
る
法
的
制
限
を
解
咽
押
せ
る
も
の
な
る
も
、
後
世
研
究
者
之
を
引
け
る
際
、
興
味
を
引
け
る
中
心
貼
は
、
之
に
よ

b
既
往
の
事
情
を
明
か
に
し
、
昔
の
世
に
住
め
る
人
々
の
習
慣
及
資
源
に
就
き
、
そ
の
真
相
を
一
府
明
か
に
せ
ん

ご
す
る
貼
に
存
せ
る
の
紋
ゐ
り
、

吋

r

。ぺ。-且
宮町内
E

教
授
は
特
に
政
治
史
り
総
務
的
解
稗
に
波
頭
し
た

b
・1)ミ

〈
て
一
闘
の
樫
棋
倒
的
後
展
ぞ
れ
自
慢
に
就
き
、
系
統
的
併
究
を
施
す
の
値
ゐ
り
さ
、
考
へ
た
り
ご
は
想
は
れ
中
。

(
紐
蹄
串
研
究
O
目
的
上
、
現
在
及
過
去
の
相
針
的
物
促
研
究
の
重
援
な
る
は
、
ヨ
岳

o
r
O
F
F
E
n
-
-
2
-
同
日
戸
町
田
中
州
明
に
せ
ら
る
}

第
十
九
世
紀
に
於
け
る
史
家
は
初
期
経
済
皐
岩
同
様
、
経
植
樹
奥
よ
り
滋
取
ら
れ
得
ぺ
き
新
設
を
、
悦
ぴ
T
歓
迎

し
た
り
、
経
済
に
一
見
る
細
目
は
史
乗
に
載
す
る
の
、

品
位
争
』
値
ひ
せ
A
v
t
考
ふ
べ
き
物
々
し
き
史
家
は
、
最
早
そ

の
勢
力
を
振
ふ
が
如
き
こ
ご
な
き
に
至
れ
り
、
政
治
上
の
議
事
件
を
生
め
る
四
国
の
肝
要
事
情
を
‘
設
〈
ぺ
き
特

設

苑

英
闘
担
調
問
問
車
登
展
四
一
大
観

第
二
十
巻

(
第
三
誠
一
一
一
五
)

五
八
九



誼

施

英
両
親
豊
中
農
展
山
一
大
観

第
二
十
巻

(
策
三
挽
二
二
ハ
)

五
九
O

別
の
数
章
は
普
通
に
加
へ
ら
る
、
に
至
!
り
、
俗
世
間
向
の
著
作
者
も
亦
由
来
戟
史
及
政
治
史
に
、
寄
せ
ら
れ
た
る

重
昧
を
白
地
に
忌
む
に
至
旬
、
経
済
的
事
相
並
に
そ
の
他
の
諸
相
に
於
け
る
、
「
国
民
の
貫
生
活
」
が
研
究
題
目
た

る
べ
き
-
}
ご
を
渇
望
す
る
に
至
れ
ー
り
、
唯
北
日
過
の
讃
者
は
岡
宮
の
諮
問
後
策
に
閲
す
る
叙
説
よ
'
り
も
、
寧
ゐ
人
物

評
論
及
政
治
の
叙
述
に
興
味
を
惹
〈
C

歴
史
の
蹄
一
に
留
意
し
、
原
人
は
何
れ
の
世
何
れ
の
地
方
に
で
も
、
自
然
ご
の
闘
守
上
同
一
問
題
に
遭
遇
す
ぺ

〈
、
諸
民
族
が
そ

ω闘
争
に
常
、
り
て
採
用
せ
る
諸
方
法
に
は
、
興
味
あ
る
類
例
あ
る
こ
ご
を
認
む
る
皐
者
も
超
れ

ち

却
も
印
回
同
国

E
q
H
r
z
-
D
3
4邑
山
町
内
円
。
ョ
自
己
ロ
一
号

は
弘
〈
行
渡
れ
る
一
施
設
ご
し
て
の
、
村
落
共
産
制
に

劃
す
る
注
意
を
喚
起
し
、
英
人
に
よ
h
古
く
経
歴
さ
れ
た
る
諸
経
験
は
、
他
山
り
諸
民
族
に
よ
り
て
も
積
ま
れ
つ
、

あ
る
e

』
子
伊
】
注
目
し
て
‘
多
大
の
興
味
h
f
惹
げ
h
、
是
等

ω事
由
に
基
づ
き
、
経
済
史
の
膝
史
に
謝
す
る
縁
は
、

経
済
制
学
に
脅
す
る
縁
よ
り
も
一
層
深

L
E
、
普
通
に
想
は
る
、
に
至
り
、
そ
の
研
究
は
現
在
の
諸
問
題
に
閲
す
る

よ
り
も
、
過
去
に
就
き

τの
街
撃
を
事
正
す
ご
、
想
は
る
、
が
如
き
方
向
に
延
ば
さ
れ
た
り
。

二
、
経
済
史
に
到
す
る
右
の
疎
遠
な
る
態
度
は
、
経
済
問
中
を
一
の
経
験
科
間
半
現
せ
す
し
て
、
一
耽
曾
哲
準
高
証
印
眠
中
世

事
が
官
部
三
世
と
し
て
仮
定
す
る
紅
令
背
岡
中
山
、
一
般
評
論
に
就
き
て
は
、
『
同
日
目
F
Eコ
目
立
ユ
百
四

-
F
2
2
1
国内向。
f

口
宮
工
事
照
、
そ

の
最
も
新
し
き
雌
態
。
前
軍
司
る
評
論

r
ワ
き
て
は
円

E
Eロ
同

F
E
E
P
5
2
2
q
E
E円
相

E
S
E
H
n
f一命耳
P
司
官
事
照
)
の
一
部
門
調

寸
る
諮
問
苧
者
に
よ
り
、
特
に
採
用
せ
ら
れ
た
り
、

か
〈
考
ふ
る
の
慣
例
開
か
れ
た
る
は
、

一
は
宗
殺
の
教
師
に
由

• 



来
せ
り
、
郎
も
是
等
の
徒
は
枇
曾
の
規
律
上
遵
守
古
る
べ
き
諸
原
則
が
、
紳
的
経
紛

ω諸
原
則
た
る
べ
き
』
己
を

戚
想
せ
り
、
仮
AH
ば
p
g
E
E
同
者
q
-
E
P
巴
g
s
z
。
『
】
V

。
E
R
E
-
開
。
。
ロ
。
E
F
同
∞
U

河
町
い
は
由
中
間
を
以
て
、

「
一
仰
が
立
定
し
た
る
諸
法
則
を
、

人
間
知
識
の
一
部
門
に
於
て
感
明
L
得
た
る
程
度
内
に

τ、
系
統
的
に
羅
列
せ

る
も
の
な
b
z
L
、
此
世
に
て
幸
嬬
を
重
ぬ
る
こ
芭
に
就
き
て
も
、
遺
物
者
が
之
を
定
ま
れ
る
法
則
に
則
ら
L
む

る
こ
ど
は
、
少
L
〈
省
息
す
れ
ば
明
白
な
め

故
に
経
済
問
学
は
現
綱
紀
の
下
、
願
望
の
目
的
物
に
謝
す
る
人

の
諸
閲
係
が
、
倒
人
的
た
る
ご
祉
曾
的
た
る
ご
を
問
は
中
、
規
律
せ
ら
る
、
の
準
則
た
る
べ
き
、
諸
法
則
の
系
統

的
経
列
な
り
」
Z
L
、
之
に
稿
似
た
る
一
見
解
は
、

、』つ
0

当
ロ
切
、
同
∞
ω
「
口
一
』
同
〕
い
山
田

(
い
『

ω
-
E
2
p
(
u
r
=
ω
巴
山
門
戸
山
ロ
ハ
凶
n
z
円
何
の
。
ロ
。
E
可
。
『
-
時
間
内

に
よ
h
て
も
懐
か
れ
た
h
、
却
も
そ
は
「
経
済
事
の
諸
法
則
正
呼
ば
れ
得
吋
き
も
の

ロ円

を
、
自
然
の
諸
法
則
仁
劃
す
る
一
補
足
l

調
L
た
る
勅
に
於
て
然
h
o

同
種
の
一
刺
戟
は
、
人
道
の
宗
致
及
向
。
E
R
の
赴
舎
哲
曲
学
仁
よ
り
て
も
援
け
ら
れ
た
り
、
円
。
E斥

の
諸
著
作

物
に
よ
る
影
響
は
、

E--
に
よ
る
「
経
済
問
宇
原
理
」

ω
諸
章
中
随
所
に
、
そ
の
痕
e
T
尋
ね
得
べ
し
、
邑
=
は
経
済

的
地
干
ぞ
終
始
一
経
験
科
卒
ご
し
て
取
扱
へ
h
z
雄
も
、
(
競
予
小
作
者
A
折
中
ー
小
作
宥
白
取
故
上
、
百
一
-
は
総
一
躍
的
研
究
の
大
主
張
骨
折
た

り

L 

国
-
内
}
冨
E
T
目
。
切
に
よ
り
明
か
に
同
町
恕
さ
れ
た
り
)

不
断
り
考
量
を
求
h
u

ぺ
き
、
新
哲
撃
の
諸
要
求
を
も
意
識
[
た

hzr
、
而
し
て
そ
の
著
書
名
中
に
は
、
枇
舎
哲
曲
学
へ
の
綴
梼
原
理
藤
周
を
多
少
合
め
る
ニ
ご
を
明
言
一
L
、
P
E
n
-
-
2

。
同
F
E
E
-
p
s
。
日
可
Z
F
S
自
の
え
H
V
E
F
〉
阿
部

-E門
5
5
E
F
E包
司

Z
E
E
-
可
=
題
し
た
り
・
諸
経
済
皐
岩

詑

苑

英
関
咽
済
串
費
展
り
一
大
観

第
二
十
巻

(
第
三
競
一
コ
士
)

E 
:fc 



設

手E

提
岡
純
静
岡
唱
曲
盟
展
由
一
大
翻

第
二
十
巻

(
第
三
腕
一
三
八
)

五
ブL

は
外
面
の
諸
事
情
に
、
不
嘗
の
重
味
を
お
き
、

か
〈
て
事
賓
の
被
維
に
よ
り
憎
ま
さ
る
、
こ
古
に
就
き
、
通
有
の

懸
念
ゐ
る
-
』
ご
を
熟
知
し
た
り
、
而
も
亦
経
験
科
間
半
の
通
論
ケ
重
用
せ
る
は
確
か
な
h
、
賓
に
分
配
の
諸
法
則

が
、
滋
り
行
く
枇
曾
事
情
に
よ
り
、
事
賃
上
左
右
さ
る
べ
き
こ
ご
は
承
認
さ
れ
た
り
、

さ
れ
ど
生
産
の
諸
原
理

は
、
自
然
界
の
秩
序
に
関
す
る
諸
法
則
に
見
る
が
如
、
君
、
成
カ
を
悉
く
備
ふ
ぺ
し
ピ
想
は
れ
た
り
、
経
済
的
諸
法

則
を
立
定
す
る
ご
は
、
高
闘
の
枇
曾
を
通
じ
、
沿
ね
〈
異
理
正
す
べ
き
も
の
を
編
み
、
又
文
明

ω進
歩
に
従

υ、

盆
々
異
質
ご
な
る
べ
き
も
の
を
、
誘
き
出
す
の
謂
ひ
な
り
ご
せ
ら
る
、
に
至
れ
い

h
、
か
、
る
思
惟
の
慣
例
が
盆
々

安
固
な
る
地
歩
を
占
む
る
に
歪
hJ
、
史
的
研
究
は
そ
の
要
皮
を
殺
が
れ
た
る
に
似
た
り
、
差

L
融
合
哲
皐
に

L
て

高
岡
に
異
理
ご
す
ぺ
き
も
の
を
、
立
定
す
ぺ
し
ご
せ
ん
が
・
容
易
に
法
則
の
支
配
内
に
組
入
れ
粂
ぬ
ぺ
言
、
諸
現

象
の
研
究
は
無
用
た
与
、
歴
奥
の
慎
値
は
一
吐
曾
持
門
墜
に
よ
り
立
定
さ
れ
た
る
諸
原
理
の
、
例
設
の
た
め
に
引
用
3

る
、
こ
さ
以
上
に
、
認
め
ら
れ
古
る
べ
き
を
以
て
な
り
o

(
八
十
年
代
に
於
付
る
経
済
史
白
研
究
者
は
、
か
〈
縮
限
さ
れ
た
る
任
務

が
被
寺
山
本
分
。
と
せ
ら
れ
た
る
己
と
に
満
足
せ
ざ
り
き
、

忘
ら
れ
た
る
論
争
に
遡
り
て
之
を
繰
返
す
は
、

詮
む
き
こ
と
な
れ
ど
、

そ
白
常
時
口

-EE白

己問
r
E
M
m
同
nQロ。
E
】
何
回
。
E
2
3
岡田
U
N

に
鵡
せ
た
る
論
文
伊
司

]
Z
P「
]
V
Z
Z

叶
宮
耳
目
、
及
開
門
0
3
3
E
5
』。
μ
目
白
「
同
国
可
N

並
に
〉
E
n
E
U〕デ

同

S
N
に
載
せ
た
る
論
文
唱
。
ョ

0
5
3
。
『
同

g
ョ
。
ヨ
百
出
足
。
ミ
は
、
制
橋
国
岡
山
内
。
コ

2]
山内

FS-
と
附
係

L
て
、
純
情
的
研
究
の
白
山
を
保
全
ナ

る
の
殻
果
聖
書
持
し
た
り
、
そ
四
時
以
後
は
経
済
史
の
款
科
が
、

純
済
的
法
則
を
例
誰
せ
ん
と
す
る
の
希
望
に
よ
り
、
制
せ
り
る

4
L
と
の
主
張
を
試
む

る
者
な
き
に
壬
れ
り
。
)



三
、
右
の
如
〈
経
済
準
を
枇
曾
哲
凪
干
の
一
部
門
ざ
し
て
取
扱
ふ
の
新
気
運
は
・
過
去
の
諸
現
象
に
閲
す
る
経
験
的

研
究
に
反
せ
る
の
み
な
ら
守
、
経
済
事
ご
し
て
従
来
諒
解
さ
れ
た
る
も
の
を
.
会
(
改
作
す
る
の
結
果
を
件
へ

b
、
郎
ち
経
済
の
曲
学
又
は
術
的

d

題
目
は
、
由
来
慣
例
上
観
察
さ
れ
得
一
へ
き
外
界
現
象
に
限
ら
れ
、
吾
人
の
通
論
を

そ
の
現
象
に
照

L
て
験
め
す
ニ
ピ
、
せ
る
も
.
今
や
改
作
さ
れ
た
る
経
済
率
は
、
動
機
及
満
足
の
内
面
的
諸
事
情

を
、
ぞ
の
題
目
芭
し

τ選
ぴ
司
奮
経
済
皐
者
の
諸
主
要
概
念
も
亦
穣
嘉
さ
れ
た
ら
、
経
済
準
は
段
早
人
の
性
質
4T

無
現
す
ご
は
.
攻
撃
ち
れ
粂
ぬ
る
こ
己
、
な
'
り
ぬ
、
唯
人
の
性
質
に
於
け
る
諸
殊
異
及
諸
畿
化
に
つ
き
、
充
分
に

承
認
す
る
所
な
か
り
き
、
新
経
済
附
学
者
は
交
易
の
諸
傑
件
を
、
主
題
ご
し
て
考
ふ
る
代
り
仁
、
放
用
の
解
析
に
専

心
し
た
り
、
而
し
て
か
、
る
新
し
き
叙
設
の
仕
方
ご
、
特
殊
問
題
を
約
設
せ
る
賂
ご
仁
、
多
少
の
長
所
を
奉
げ
た

る
も
、
諸
経
済
原
理
が
異
理

ev-穿
た
ん
ご
し
て
、
由
来
立
脚
し
た
る
根
揺
は
覆
へ
さ
れ
た

h
、
さ
れ
ど
か
、
る
鐙

草
の
試
み
が
、
無
難
に
通
用
せ
ん
こ
ご
は
許
苫
れ

F
'り
き
、
現
に

E
S
E。
に
よ
、
り
設
か
れ
た
る
が
如
き
経
済
事

日
常
生
活
の
用
を
な
す
事
砂
き
は
ゑ
認
き
れ
た
る
所
な
る
も
(
言
。
円
=
=
一

nr
は
多
骨

同
月
号
L
O

に
封
す
る

7
3
3
J
ワ一見
E
E
C
2
0『
宅
2
一
岳
町
攻
撃
が
、
究
心
理
由
に
よ
り
看
却
せ
ら
る
と
せ
L
、
評
論
白
著
者
た
り
き
、
「
E
2
2
]。

設
が
、

日
用
の
語
法
を
無
税

L
、

自
著
書
は
原
珂
の
み
を
取
故
へ
る
志
の
た
リ
、
叫
t
p
て
閉
純
な
る
賀
際
的
楳
地
に
よ
り
、

判
断
さ
る
べ
き
に
非
る
こ
と
を
、
確
に
注
意
す
れ
ば
足
れ
り

と
せ
ん
、
:
:
・
-
同
一
向
山
内
L

。
が
そ
の
和
一
源
及
進
歩
を
研
究
せ
ん
'
と
し
た
る
地
代
仕
、
北
H

遁
世
上
に
地
代
と
呼
ば
る
、
も
の
に
非
る
と
と
は
、
]
。
ロ
日
そ

。
他
何
れ
の
月
下
省
に
も
劣
ら
ず
氏
、
も
熟
知
し
た
り
」
E
E
T
一
吋
問

F
F
2
4
3
に
4
2
)
融
合
哲
撃
者
は
之
を
一
一
敏
陪
た

h
古

L
て
承

説

苑

英
園
都
摘
附
申
琵
展
。
一
大
瀬

弟
一
!
告

(
第
二
抗
一
王
九
)

五
九
三



i誼

苑

英
閣
制
酔
楠
問
準
設
肢
の
一
大
純

第
一
f

ーを

(
第
一
ニ
焼
一
四

O
)

五
ん
凹

認
せ
き
り
さ
、
経
験
的
研
究
を
主
張
す
る
た
め
に
起
b
し
抗
議
は
、
経
済
間
半
を
枇
曾
哲
問
品
干
の
一
部
門
ご
し
て
、
取

扱
へ
も
諸
問
晶
子
者
よ
り
せ
ん
か
、

F
r
E
C
=
q
及
進
め
る
濁
皐
逸
娠
の
人
々
の
如
〈
、
「
そ
の
自
設
を
立
つ
る
に
就
き

潜
越
又
排
他
的
」
な
る
者
の
、
軍
純
な
る
好
奇
心
ご
し
て
放
榔
さ
れ
た
わ
、
(
問
。
}
、
苦
m
-
m
n
o官
日

出

品

F
E
r
邑司甘
N
O
右
の

山
岳
E
。
一
一
司
人
物
評
は
、
確
悶
に
屈

L
V〈
は
佐
平
を
得
た
り
と
な

L
錐
由
る
に
仰
た
り
、
兎
に
角
一
評
論
は
そ
の
評
論
を
主
張
せ
る
人
、
偏
腕
な
る
こ

と
X
は
有
力
な
ら
ざ
る
こ
と
を
理
市
と
し
、

ιず
や
之
を
知
一
加
す
べ

L
と
す
べ
き
に
非
ず
、

F
T
2
r
p
=
一
同

B
ロ。

E
百

H
0
5
p
dア
]

同

吉

田

eu
及

ァ
問
。
白
一
云
。
言
言
問
司
。
ω
ア

岡

山

口

ι
u
z
p
v
J
召
五
は
此
謬
見
に
陥
ゐ
れ
る
に
似
た
り
)

き
れ
い
と
英
闘
の
諸
経
済
同
学
者
に
期
待
さ
れ
得

べ
き
は
・
経
済
問
学
の
領
分

z
t
t普
通
に
許
さ
れ
た
る
諸
問
中
設
を
、
数
率
的
形
式
に
よ
り
一
不
吉
ん

Z
せ
る
一
率
先

者
の
、
議
言
中
に
陳
述
さ
れ
仕
る
評
論
を
、
砂
〈
古
も
酌
且
一
朗
す
べ
か
り
し
ニ
ざ
な
り
、
郎
ち
右
の
方
面
に
於
け
る

ヨ
=
缶
百
者
r
m
z
=
(
」
七
九
四
一
八
六
六
年
)
の
最
初
の
試
み
は
、
古
〈
一
八
二
九
年
に
あ
ち
、
彼
は
言
へ

h
¥
「多

〈
の
人
が
ニ
の
金
岡
を
以
て
、
何
等
の
賞
際
的
合
理
的
結
血
病
を
、

必
然
生
ま
司
ざ
る
ぺ

L
Z
一
先
づ
考
ふ
る
も
、
和
祉
山

理
な
ら
ぎ
る
を
予
は
如
れ
b
、
現
に
若
し
毅
率
的
計
算
を
以
て
、
精
一
岬
科
準
的
推
理
に
代
ら

L
め
ん
ご
す
る
の
い
土

意
た
り
、

か
(
て
代
数
的
符
鋭
の
使
用
に
よ
り
、
他
の
仕
方
に
て
注
し
得
べ
き
も
の
ご
、
そ
の
性
質
を
異
に
す
べ

き
諸
結
同
市
ef
、
血
中
げ
得
べ
き
こ
ご
主
張
さ
れ
た
り
ご
せ
ん
か
、
右
の
意
見
は
疑
ち
な
〈
異
理
わ
れ
ら
ん
、

さ
れ
♂
今

予
の
敷
島
T

臆
舟
に
就
て
は
、
何
等
か
、
る
目
品
解
を
以
工
す
る
も
の
に
あ
ら
争
、
予
は
望
む
以
下
立
を
重
両
る
間

日
経
済
準
原
理
の
一
部
分
が
・

一
屠
よ
〈
系
統
ゐ
り
聯
絡
あ
る
形
式
に
よ
19
、
示
さ
る
、
の
御
ゐ
ら
し
め
ん
こ



ご
を
、
併
せ
て
叉
附
言
せ
ん
己
欲
す
、
敷
島
十
的
用
語
を
使
用
せ
る
た
め
、

か
、
る
助
用
を
以
て
せ
ぎ
る
場
合
仁
比

じ
一
府
簡
単
明
瞭
に
、
一
不
き
る
、
の
親
あ
ら
し
め
ん
こ
ご
を
望
む
」

吉
、
而
も
亦
『
予
の
分
ご
し
て
は
百
戸
三
。

に
よ
る
系
統
論
の
、
基
礎
を
な
せ
る
諸
原
理
が
、
そ
り
作
用
上
不
動
又
普
遍
的
た
り
三
主
張
し
、
叉
は
そ
の
原
理

の
カ
が
最
上
又
優
勢
た
り
、
之
を
制
肘
し
之
に
反
劉
す
べ
き
し
か
じ
か
の
諸
原
理
は
、
之
ご
比
較
し
て
無
閥
3
れ

得
べ

L
Z主
張
す
る
-
二
」
を
、
有
〈
も
五
し
ご
は
怨
は
守
、

そ
の
諸
原
理
の

J

部
は
一
般
に
全
〈
諜
謬
た
旬
、
他

の
一
部
は
特
殊
事
例
の
殆
A
ど
全
部
に
つ
き
‘
通
用
し
粂
ぬ
る
に
似
た
り
」
E
せ
り
二
E
胃』
ω
宮
古
士
宮

P
E
f
E問。

E-sεrg-m02q-52rN-E由
』
℃

M
-
E品
〉
官
ご
∞
白
岡
田
ω
ご
唱
と
そ
の
後
二
十
年
に
し
て
氏
は
草
し
た
り
、
「
経

済
事
に
於
け
る
数
附
帯
感
用
に
よ
り
、
諸
基
本
原
理
の
確
質
に
、
何
物
か
を
加
へ
得
ぺ
し
芭
推
測
す
る
吉
き
は
、

tJ' 

、
る
路
用
の
諸
結
果
に
闘
し
、
甚
だ
し
き
謬
見
を
採
る
こ
己
、
な
ら
ん
、
素
よ
り
一
部
の
人
々
聞
に
は
、

題
目

に
数
学
的
形
骸
を
粧
は
し
め
ん
か
、

た
め
に
そ
の
題
目
は
数
率
的
誇
明
の
資
格
を
帯
h
h

る
に
至
り
、
ヌ
俄
定
吉
れ

た
る
知
識
の
原
理
に
、
数
皐
を
謄
用
す
る
こ
正
に
よ
h
、

一
科
事
ご
す
ぺ
き
も
の
幾
分
か
創
設
古
る
ご
、
信
宇
る

の
癖
な
し
ご
せ
十
、

さ
れ
Y
』
予
は
此
稀
の
あ
ら
ゆ
る
日
買
を
、
排
尿
す
る
こ
ご
を
陳
情
す
る
の
外
な
し
、
本
論
の

如
善
試
み
上
な
す

ω要
ゐ
る
如
〈
、
之
に
よ
り
諸
基
本
原
理
を
明
断
に
設
〈
こ
ご
に
よ
り
、
他

ω仕
方
に
て
な
さ

れ
得
べ
き
よ
り
も
、

一
府
明
白
に
認
知
及
吟
味
を
遂
げ
得
べ
き
こ
正
、
な
る
・

さ
れ
Y
一
原
理

ω議
後
に
何
物
を
も

加
ふ
る
-
}
ご
な
し
、
e

L

ご(』
t
E
・〉官回目岡山
M

品目。
)
0

一議

苑

英
四
四
紐
部
事
政
M
出
の
-
大
槻

第
二
寸
巻

(
第
三
貌
一
凹
一
)

五
九
五



2吐

夢包

英
閥
解
憐
早
設
良
心
一
大
根

第
二
イ
を

{
部
こ
酬
明
一
阿
」
一
)

五
九
六

彼
は
主
張
せ
り
、
「
数
間
半
は
数
量

ω論
理
な
り
、

き
れ
ば
数
量
を
以
て
取
扱
ふ
べ
き
題
目
ご
し
、
演
梓
的
推
理

を
以
て
そ
の
使
用
方
法
正
す
べ
き
一
切
の
息
子
問
上
、
早
晩
そ
の
周
具
た
る
仁
王
ら
ん
こ
ご
は
必
然
な
り
、

さ
れ
ど

経
糖
盟
中
が
か
、
る
科
率
的
性
肺
買
を
具
有
す
ご
す
る
の
主
張
は
、
今
備
会
〈
支
持
さ
る
、
を
得
す
、
現
在
こ
の
事
問

ee数
問
削
干
の
一
部
門
た
ら
し
め
ん
ご
試
h
u
る
も
、

そ
は
議
事
貸
の
不
問
又
は
曲
解
に
陥
ゐ
ら
し
め
、
叉
些
々
た
る
思

索
、
無
数
呆
な
る
恒
別
及
無
盆
な
る
言
葉
守
山
り
、

一
課
程
に
陥
ゐ
る
の
み
な
る
べ

L
」
ご

3
5
〉
吉
ご
∞
-
E
U
F
』

UE

ゃ
い
}
戸
、

rzd=
は
綴
務
原
理
の
奥
理
に
於
け
る
、
経
験
的
性
質
に
就
注
之
を
明
解
せ
り
、

hr
〈
て
槻
察
に
立
脚
せ

守
、
宗
教
的
又
は
倫
理
的
根
擦
に
就
善
意
味
を
有

L
、
又
官
に
つ
き
て
車
純
な
る
経
験
的
通
論
以
上
に
、
卓
越
せ

る
確
貫
性
を
有
す
る
も
の
の
如
〈
、
誘
き
出
さ
る
、
諸
-
旅
理
仁
立
岬
す
ぺ
き
、
此
曾
哲
撃
の
一
部
門
ご
し
て
、
耐
舵

済
mT
を
取
扱
ふ
司
}
正
に
は
、

印
の
一

5
0
=
2
t
同
様
の
程
度
に
不
審
を
懐
け
る
に
似
た
O
Q

f
J
、
r2m=
は
一
人
L

ハ
六
年
に
死
せ
る
に
よ
り
、

人
十
年
代
の
経
済
皐
者
に
さ
り
で
は
、

氏
の
抗
論
に
臆
酬
す

る
の
勢
を
採
る
よ
り
も
、
氏
を
無
視
す
る
方
二
府
筋
軍
な
り
き
、
而
し
て
氏
仁
倣
ひ
経
済
準
設
の
数
率
的
取
扱
を

総
承
せ
る
諸
向
学
者
は
、
氏
の
警
告
を
拠
て
る
鮎
に
於
て
賢
明
た
ら
Y
り
き
、
夫
れ
観
察
さ
れ
た
る
事
震
の
基
礎
仁

立
脚
せ
ざ
る
諸
原
理
は
、
諸
現
象
の
精
確
な
る
知
識
を
授
〈
る
も

ωご
し
て
、
信
頼
さ
れ
得
ぺ
き
に
非
宇
、
又
賞

際
上
の
指
針
古
じ
て
之
に
依
頼
す
る
を
得
宇
、
司
、
L
P
3
5
2
z
激
授
設
け
る
が
如
(
、
「
経
済
亭
に
於
け
る
抽
象
的
翼

理
の
大
多
数
は
、
手
始
め
の
連
要
に
外
な
も
す
ご
想
は
る
べ
〈
、
賞
際
昇
の
た
め
に
は
別
に
具
僅
的
諸
事
情
に
よ



-1
描
ゅ
は
る
、
の
要
ゐ
ち
」
、
(
同
n
o
E
S
5
』

E-5μ

一-E
2
M
M
M
)

而
し
て
経
済
史
は
恰
も
か
、
る
且
(
理
的
議
事
情
、
並

に
現
存
諸
般
態
の
起
原
に
閲
す
る
研
先
た
り
、
諸
質
際
問
題
を
凡
て
そ
の
複
雑
な
る
僚
に
取
扱
ム
た
め
に
は
、
虞

及
時
に
於
け
る
議
特
別
事
情
を
酌
量
す
る
の
要
あ
り
、
経
憐
問
中
が
枇
曾
哲
向
学
的
一
部
門
ご
し
て
取
扱
は
れ
ん
か
、

外
界
諸
現
象
を
取
扱
ふ
-
』
ご
な
き
に
至
り
、

そ
の
代
り
現
代
心
の
働
き
正
、
精
確
な
る
観
察
又
は
周
到
な
る
倹
校

に
越
せ
ぎ
る
、
諸
主
観
的
動
機
の
自
由
俊
動
ご
仁
闘
す
る
印
字
理
ぜ
な
ら
ん
、
現
代
心

ω
働
き
に
閲
す
る
諸
叙
設

は
、
ぞ
の
形
態
上
極
め
て
一
般
的
た

h
得
ア
¥
此
世
の
人
々
に
は
適
用
な
し
、
位

h
に
土
星
の
住
民
に
し
て
.

ぞ
の
心
性
第
十
九
世
紀
に
於
け
る
突
入
の
心
性
吉
岡
じ
き
も
の
ご
せ
ば
、
そ
の
住
民
に
こ
そ
趨
用
あ
れ
ど
す
べ
か

ら
ん
、
吾
人
は
英
国
に
於
て
叉
こ
の
句
年
に
於
て
、
枇
合
又
は
佃
人
の
最
終
俊
民
を
途
げ
た

h
t
、
仮
定
す
ア
き

何
等
の
権
利
-
T
有
せ
宇
、
寅
に
第
十
九
世
紀
式
の
心
は
、
術
吾
人
の
聞
に
残
存
す
記
す
ぺ
き
仁
拘
は
ち
中
、
前
世

紀
入
十
年
代
及
九
十
年
代
の
枇
曾
哲
率
は
、

一
の
一
時
代
錯
誤
た

h
t
考
ふ
べ
き
多
少
の
理
由
あ
ち
、
「
枇
曾
哲
副
学
者

は
今
や
諸
新
事
質
を
奮
日
公
式
に
質
問
明
め
ん
ご
、
試
ひ
る
の
雛
閥
に
白
隠
す
、
却
も
彼
等
は
戦
争
に
よ
b
呈
露
さ
れ
た

る
諸
問
題
に
闘

L
、
明
解
を
奥
へ
得

F
り
き
、
蓋
し
彼
等
は
戦
争
を
以
て
一
の
車
純
な
る
反
則
規

L
、
そ
の
閥
解

済
問
甲
の
諸
法
則
は
そ
の
適
用
を
止
め
た
り
ご
な
せ
ば
な
り
、
生
存
の
諸
事
質
は
栃
め
て
複
雑
な
り
、
特
殊
事
例
の

諸
事
情
に
就
き
、
要
貼
を
見
分

f
る
た
め
に
は
、
鍛
錬
古
れ
た
る
判
断
の
要
あ
り
、
夫
れ
諸
大
問
題
は
戦
争
に
よ

る
物
質
消
失

ωた
め
、

叉
戦
宗
終
結
の
際
に
必
要
を
告
げ
ん
ご
す
る
念
整
理
に
関
し
て
起
さ
れ
た

b
、
百
三
口

説

苑

英
同
経
済
問
中
震
展
白
一
大
翻

第
三
十
巻

(
第
三
副
都
一
四
=
一
)

王
九
七



詑

苑

英
同
組
神
事
務
展
申
一
大
都

第
二
十
巷

(
第
三
娘
一
四
四
)

五
九
八

同

-
E
5・m
H
Z
L
ω
E
-
h
E
Z士
ro
者
号
、
円

7・
く
中
に
於
け
る
、
職
後
穂
市
問
川
越
に
掬
す
る
円
と

5
2
E
E
内
論
文
品
世
間
)
主
要
の
問

題
は
租
税
問
題
、
及
〉

E
E
m
E
Z
H
に
よ
る
一
中
等
原
則

ω正
官
誼
用
問
題
に
ゐ
り
さ
想
ふ
は
、
戟
費
問
題
を
取

扱
ム
に
不
・
通
切
な
る
仕
方
な
h
J
・
租
税
の
理
論
は
重
要
な
る
も
、
戦
後
に
於
け
る
闘
運
復
興
に
闘
し
、
岡
家
ご
し

て
採
用
す
ぺ
き
最
賢
明
の
方
針
を
論
宇
る
の
、
手
段
を
授
く
る

F

』
己
な
し
、
円
2
0
ι
〉
立
。
ロ
も
言
へ
る
如
〈
、
「
理

論
の
最
惑
用
は
人
を
し
て
事
買
に
無
戚
胞
団
た
ら
[
む
る
に
あ
り
」
(
円
コ
四
一
Z
E
E
-
5
コ
E
-
r
2
2
一
円
台
)
終
済
事
を
一
耽

曾
哲
事
の
一
部
門
頑
す
毛
こ
ご
に
謝
す
る
論
理
的
非
難
は
、
一
般
人
心
に
閲
す
る
税
度
内
に
就
き
考
ふ
る
に
、
そ

の
皐
現
に
よ
り
目
前
の
事
件
に
就
き
、
指
針
を
奥
へ
得
き
る
の
事
買
に
よ
り
助
勢
さ
れ
た
り
、
事
情
の
竣
化
あ
る

が
た
め
に
、
英
国
の
貿
易
策
を
考
へ
直
す
を
可
E
す
ご
、
な
さ
れ
得
ぺ
き
に
非
中
正
抗
議
せ
し
諸
致
授
は
(
叶
】

E
2白

よ
〉
長
雪
之
彼
等
に
よ
ち
設
か
れ
し
問
中
設
の
、
率
問
的
性
質
に
つ
き
不
信
を
懐
か
し
む
る
じ
輿
り
て
力
あ
り
き
、

研
究
上
放
果
な
〈
、
資
際
の
事
に
蛍
り
て
信
頼
し
粂
ぬ
ぺ
き
取
扱
の
仕
方
は
、
賞
む
べ
き
こ
ご
た
ら
や
、
「
消
費

者
の
地
代
」
「
無
形
資
本
」
ご
謂
ふ
が
如
き
は
、
速
か
に
世
に
葬
り
去
ら
る
べ
〈
、
夙
に
叉
経
験
的
間
半
問
進
歩
の
結

果
か
く
運
命
づ
け
ら
れ
た
る
所
な
り
。

四
、
第
十
九
世
紀
の
後
宇
中
綿
臨
相
応
の
研
究
は
、
一
新
刺
戟
を
受
り
た
り
、
蓋
L
史
的
諸
事
情
の
如
識
は
、
無
駄

な
る
街
学
に
あ
ら
す
し
て
、
目
前
の
諸
問
題
理
解
の
目
的
上
肝
要
な
る
こ
ど
、
執
近
生
活
の
複
雑
を
究
め
ん
ご
企

つ
る
に
宮
h
、
人
闘
の
各
稲
経
験
を
引
く
は
望
ま
L
き
こ
ど
、
漸
次
承
認
せ
ら
る
、
に
至
。
[

t

以
て
な

h
、

H
C
n
g
E
」
E
E
は
英
蘭
の
経
済
後
日
出
が
、
他
の
諸
国
の
経
済
後
展
に
比

L
、
大
に
先
ん
じ
た
る
を
主
張

L
、

(
5
2
3
E
E
E一
丘
目
立
石
毛

7EE--
甘
国
明
白
)
英
蘭
の
特
別
事
情
に
照

L
て
適
切
な
る
諸
国
m理
を
、
会
鶴
、
己

L
て
の



世
界
に
つ
き
て
も
真
理
な
り
ご
し
て
、
取
扱
ふ
は
説
謬
た
る
-
ミ
」
を
主
張
せ
り
、
氏
の
著
司
。
-HEnp-
開

2
5
E可

。「

Z
色。

E
(
-
Z
甘

い

U
1

ご
は
笑
岡
仁
て
は
出
品
γλ
功
e
y
奏
せ
き
り
!
も
、
回
線
な
る
凱
貼
は
濁
逸
の
諸
鼎
者
に
よ

り
採
用
せ
ら
れ
、
(
見
解
縦
畳
に
闘
す
る
直
接
詮
抜
は
、
有
在
せ
り
と
は
想
は
れ
ざ
る
も
口
史
が
三
十
年
代
内
相
め
欧
州
に
あ
り
、
英
同
日
笠
間

事
情
を
特
に
研
究
し
つ
ミ
ち

n
L常
時

同

-ZPE
守
口

2

の
諦
著
書

A
救
出
口
に
就
き
、
今
、
正
案
内
た
り
し
と
は
哩
取
れ
ず
)
夫
等
感
者
は

英
蘭
が
何
故
に
、
売
業
上
さ
迄
編
著
な
る
成
功
を
車
中
げ

Lhr
、
そ
の
理
由
の
研
究
に
取
掛
か
れ
り
、

Frpzω
門戸守

ロ
色
-
印
3
R
E
。『

2
5
2
]
同

2
5
E可
は
賞
際
家
を
促
し
、
英
闘
産
業
上

ω偉
大
が
、
第
十
八
世
紀
中
に
築
、

s
t

げ
ら
る
、
に
至
。
(
、
諸
方
法
ぞ
考
へ
し
む
る
じ
至
'
り
、
ヌ
首
尾
克
〈
英
図
を
凌
駕
す
る
の
可
能
を
指
摘

L
hん

h

リ
、
問
。
Mn-百円
(
N
「一円。
2nt百
二
∞
且
耳
雪
間
tmZJE
〈

o
r
z
z正当「
EZJ-m-3
〉

5
2
n
=
5
F目
ロ
骨
「
事
ニ

1
r
z
n
z
z
m
L
z
r

月
r
p
m
一一
L
5
5
5
E
『
色
合
一
宮
四
回
∞
立
は
英
闘
に
於
げ
る
経
橋
間
宇
の
初
期
文
献
b
e
周
到
に
研
究

L
、
勢
働
組
合

に
閲
す
る
甲
2
E
Z
の
論
文
己
耳
〉
】

i

一r
E
E
m
E
E
ι
R
C
n向
2
2
5
5
1
【
は
、
壮
合
的
諸
施
設
を
究
ひ
る
に
蛍

り
て
も
、
諸
政
策
研
究
仁
於
り
る
さ
同
機
、
照
市
民
tf
脅
酌
す
る
の
叩
斐
ゐ
る
-
】
己
を
明
か
に
ゼ
旬
、
濁
逸
の
謡
曲
学

者
は
突
い
で
英
閣
の
間
半
設
に
反
動
を
及
ぼ

L
、
遠
き
脅
し
に
遡
り
て
研
究
す
る
の
必
要
は
承
認
せ
ら
れ
た
ち
、

山
内
各

o
r
E
の
「
史
的
著
作
物
は
氏
が
そ
の
身
を
慮
L
、
そ
の
事
繁
〈
叉
活
動
せ
る
生
活
を
法
ち
し
、
目
前
の
環
境

に
闘
し
・
解
決
の
端
絡
を
過
去
に
捜
す

ω必
要
を
、
戚
壱

1
結
果
な
ち
」
ご
は
そ
の
一
子
の
報
す
る
所
な
ら
二
ヲ
皆
目

古
門

F
0
8
5
2『
n
F
E
E
-
C
J
ず
可
町
印
Z
Z
F
F
司
ぐ
と
氏
の
著
何
回
同
一
z
z
t
J
-
z
mめ

h
o
E
E
C
E
q
は
ぞ
れ
白
謹
ご
し

τ注
目
す
べ
き
著
書
わ
ん
る
の
み
な
ら
守
、
新
時
代
の
人
々
に
非
常
な
る
刺
戟
を
輿
へ
、
目
前
の
問
題
に
劃
す
る
関

係
を
明
か
に
す
毛
た
め
、
史
的
研
究
に
専
心
せ
し
む
る
こ
記
、
な
れ
b
、
叶
。
1
5
2
及
そ
の
影
響
を
受
け
!
人
々

設

JIIl 

英
間
程
持
串
設
展
の
一
大
硯

第
二
十
巻

(
第
三
規
一
四
五
)

五
九
九



設

苑

英
断
経
済
串
後
民
自
一
大
概

第
-
一
寸
忠
世

(
銘
三
焼
一
四
六

ハ
0
0

に
ご
り
て
は
、
廃
史
は
枇
品
目
現
象
的
研
究
者
に
よ
り
、
背
後
に
来
設
hr
れ
粂
m
H

ぺ
き
一
目
指
物
な
ら
・

於
て
過
去
的
経
験
は
、
晩
近
に
歪

b
経
済
問
華
研
究
り
一
要
素
ご
し
て
承
認
さ
れ
た
り
c

五
、
枇
食
哲
向
学
者
は
高
岡
通
用
の
率
理
を
、
精
設
す
る
-
一
苫
に
孜
々
だ

h
L
聞
に
、
英
国
及
そ
の
海
外
楠
民
地
柳
時
一

…
指
紋
態

ω、
周
到
な
る
調
査
に
蛍
れ
る
活
動
は
、
絶
ゆ
る
唱
』
古
な
〈
又
増
加
し
行
け

b
、
政
府
の
た
め
に
企
て
ら

れ
た
る
経
済
調
査
は
、
特
に
興
味
ゐ
ム
リ
き
、
多
数
の
委
員
合
は
任
命
せ

ι一
れ
、
そ
の
報
告
は
又
現
代
に
就
き
槻
察

さ
れ
た
る
事
質
を
舵
押
し
〈
合
む
、
共
同
小
作
人

h
E
F
E
委
員
曾

ω報
告
、
日
間
E
E号
及

E
E
r
の
産
業
に

関
す
る
印
no件
数
授

ω報
告
の
如
き
、
特
殊
地
方
に
於
け
る
談
内
風
的
記
録
は
、
旬
年
九
ず
ら
重
ぬ
る
に
従
ひ
て
途
げ

ら
れ
た
品
、
経
済
進
歩
に
関
す
る
印
度
政
府
の
調
査
問
様
、
特
に
興
味
ゐ
h
，
、
一
般
に
材
料
の
蒐
集
上
経
験
的

経
積
率
に
一
大
進
歩
あ
り
き
、
而
し
て
夫
等
的
材
料
は
絡
め
て
複
雑
な
る
を
以
て
、
抽
象
及
議
論
化
に
よ
り
諸
問

題
を
省
約
す
る
の
要
あ
り
、
そ
の
手
続
た
る
之
に
府
開
校
を
施
す
の
可
能
ゐ
ら
ば
.
弦
に
吾
人
を
し
て
限
ら
れ
た
る

時
代
及
地
積
に

z
h
、
真
理
ご
す
ぺ
き
も
の
を
説
く
ご
己
を
得
せ
し
む
、
未
来
の
殻
想
に
う
き

τは
、
多
少
の
似

説
を
提
唱
し
、
般
定
3
れ
た
る
特
殊
候
件
の
下
何
事

ω
起
る
ら
し
き
か
を
‘
そ
の
仮
設
よ
h
仲
間
得
す
る
の
要
あ

り
、
さ
れ
ど
そ
の
諸
結
論
は
論
理
的
に
必
至
的
ご
せ
ら
品
、
際
に
て
も
、
そ
は
右
の
前
提
よ
b
抽
出
さ
る
、
も
の

な
る
を
以
て
、
資
際
生
活
上
自
然
的
に
必
至
正
す
べ
き
も
の
を
、
設
く
Z
考
ふ
べ
き
に
非
女
、
需
用
供
給
の
法
則

は
、
一
切
の
市
場
に
つ
き
、
叉
汎
言
せ
ん
か
貨
幣
経
済
行
は
る
、
に
至

h
L地
方
に
つ
き
趨
切
な
り
、
さ
れ

X
五口

人
セ
し
て
多
少
の
確
賓
牲
を
帯
び
っ
、
、
崎
川
市
市
に
於
け
る
事
の
成
行
を
抽
出
言
せ
し
め
、
又
は
残
存
せ
る
現
品
経
済

の
現
象
を
説
明
せ
し
め
符
べ
き
程
度
迄
に
、
絶
制
割
確
賞
ご
す
べ
き
こ
ご
な

L
o
(完
)

一
の
奮
闘
に


